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環境法学勝環境を守れるのか
環境法制や法律学の思者の不備を乗り越える
法的工夫の数展 〈先駆的主張～次世代の課題まで〉
先駆的主張から次世代の課題まで、著者の環境法に関する
論文を整理。はたして環境法学は環境を守ることが出来る
のか。環境法制や法律学の思者の不備を乗り越える法的工
夫の数々。環境法制への切実な思いを込めた「阿部法学」
を展開する必読の一冊
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